
ページ コーナー名 調査内容・ご回答

　　　　　１．7月号の中で、一番興味を引いた記事は何ですか

　　　　　　　　ａ 市政トピックス・・・２人　   　　　ｂ 特集・・・７人　　　　　　　ｃ 住まう香芝vol.１９・・・１人　　　　　　　ｄ ふぉと☆かしば・・・０人　　　

　　　　　　　　ｅ市民ペンリレー・・・０人　　　　　f パパッと簡単朝ごはん・・・０人

全体について

広報モニターアンケート【8月号】

○今月号の内容について
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　　　　　２．その記事が一番興味を引いた理由を自由にお書きください

・【a】これから災害はいつ起こってもおかしくないので、私たちには、応援協定を結んだということは、もっとも興味のもてる話題だった。
・【a】災害時における被災建築物の応急危険度判定が速やかに実施されることは市民の願いでもあり、加えて平常時の支援活動も推進さ
れることは素晴らしい。
・【ｂ】住んでいる土地のことを知ることができ、自己紹介するときもいろんなバリエーションができる。また、検定があることで自慢できるし、
誇りを持つことができる。
・【ｂ】地域活性化に大変役に立つ。
・【ｂ】香芝検定について、これまで何となく聞いたことはあるけど・・・程度の知識しかなかったが、作り手の立場からどのようなものなのか知
ることができてよかった。香芝検定に対し、どれくらいの人々がどのように試行錯誤しながら活動しているのかを知ることでより興味がわくと
思う。また写真からも検定の雰囲気や受検者など読み解くことができた。
・【b】香芝検定の実行委員会のメンバーは、大半が元受検者ということを初めて知り、興味を持った。
・【ｂ】香芝検定のことは以前から知っていたが、「合格認定証」が交付されることは知らなかった。この認定証をゲットしたい！香芝に今後も
住み続ける私にとっては、もっと香芝のことを知りたいという思いが高まってきた。検定という試験は長い間、受けていなかったが、チャレン
ジしたいと思う。
・【ｂ】地域話題そのもの、特集「香芝検定」は思いもよらぬ発想で、着眼点がいい。香芝のまちのことを知り、地域への関心と愛着を深める
イベント紹介を兼ねながら、そこに携わる人たちのイキイキとした活動の様子と思いがよく伝わってくる。経緯も楽しみ方も、委員の思いも受
検体験記も要領よくまとまっていて、興味をつないでくれる。学校と連携した展開も次の世代を意識した活動で、将来を見据えた視点が心強
い。同時に「検定」だけの単発イベントに終わらず、「親子・スクール」「ウォーキング」と広がりを持ったイベントのジョイントは、企画の土台の
確かさを感じる。
・【b】知っているようで知らないことがたくさんあることに気付かされる。自分の暮らしているまちについての知識を深めることは非常に良いこ
となので、香芝市のことを知ってもらうためにも、興味をもってもらうためにも、「香芝検定」を通してアプローチするのは有効的だと思う。
・【ｂ】第一回の香芝検定を受けたことがあったので、再度高得点をねらってチャレンジしようと思っているため。
・【c】読んでいて勉強になるから。特定健診とは、適切な保健指導により健康的な生活習慣の改善を目指すものであり、いろんな検査がで
きることがわかった。

全体について
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　　　　　１．内容はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 興味を持てた・・・１０人　　ｂ 興味を持てなかった・・・０人　　　　

　　　　　２．説明・文章はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ もっと簡潔でよい・・・２人　　ｂ ちょうどよい・・・７人　　ｃ もっと詳しい説明がほしい・・・１人　

　　　　　３．情報量はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 多い・・・０人　　ｂ ちょうどよい・・・９人　　ｃ 少ない・・・１人　

　　　　　４．レイアウトはいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 非常に見やすい・・・１人　　ｂ 見やすい・・・５人　　ｃ ふつう・・４人　　ｄ 見にくい・・・0人　　

　　　　　１．今月号は、香芝検定について特集しました。内容には興味がもてましたか。

　　　　　　　　　　　ａ とても興味をもてた・・・４人　　ｂ ある程度興味をもてた・・・４人　　ｃ あまり興味をもてなかった・・・２人　　ｄ ほとんど興味をもてなかった・・・０人　　

　　　　　２．説明・文章はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ もっと簡潔でよい・・・３人　　ｂ ちょうどよい・・・７人　　ｃ もっと詳しい説明がほしい・・・０人　　　

　　　　　３．写真はいかがですか

　　　　　　　　　　a とてもよい・・・６人　　　　b ふつう・・・４人　　　c よくない・・・０人

　　　　　４．情報量はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 多い・・・２人　　ｂ ちょうどよい・・・７人　　ｃ 少ない・・・１人　

　　　　　５．レイアウトはいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 非常に見やすい・・・２人　　ｂ 見やすい・・・４人　　ｃ ふつう・・・４人　　ｄ 見にくい・・・０人　　

４～７
特集

いざ挑戦のとき！香芝検定

3 市政トピックス
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　　　　　６．１でaまたはbと答えたかたへ
　　　　　　　　よかった点や感想、さらに改善する点など
・香芝検定の楽しみかたを読んで、検定の内容がよく分かり、受けてみようという気になった。
・表紙裏の「香芝検定」コーナーに初めて繋がる企画。その意味でも貴重な特集。そして、育てていきたい地域イベントである。
・例題、写真が効果的に使われていて目がとまる。
・問題をどのようにして作られているのか興味があり、実行委員の人たちの努力がよく分かった。毎月の香芝検定の問題を掲載している
が、記事の中に問題のヒントを取り入れてはどうか。
・読んでいる人々にも挑戦できる問題があり、いいなと思った。
・最初に問題があり、検定の様子がわかりなじみやすい。受検体験記もあり、受けたいという気持ちになる。キャッチフレーズもよい。
・今までの合格者の最高齢と最年少のかたの年齢を知りたい。
・４～５p、６～７pのレイアウトはドッシリと落ち着いている。大きな「香芝検定」の下段配置、受検体験記の枠囲いとフィルム形式の写真の位
置関係も抜群のできといえる。
・実行委員の集合写真の大きさと配置にもう少し工夫があれば・・・とも感じる。
・幅広い市民の参加と関心を期待するなら、実行委員会の苦労や苦心談、関連情報提供への呼びかけがあっても良かったか・・・。

　　　　　７．１でcまたはdと答えた方へ
　　　　　　　　他にどういった情報があればもっと興味をもてましたか。
・香芝検定に興味がなかったが、内容的には、いろいろ詳しく載っていたのでわかりやすかった。
・８月号の中で３分の１を占める情報量（４ページ）は多すぎると思う。

４～７
特集

いざ挑戦のとき！香芝検定
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　　　　　１．この内容は参考になる、または役立ちますか

　　　　　　　　　　ａ 非常に役立つ・・・３人　　ｂ 参考にはなる・・・６人　　ｃ どちらともいえない・・・１人　　ｄ 参考にはならない・・・０人　　

　　　　　２．説明・文章はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ もっと簡潔でよい・・・０人　　ｂ ちょうどよい・・・９人　　ｃ もっと詳しい説明がほしい・・・０人　

　　　　　３．情報量はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 多い・・・０人　　ｂ ちょうどよい・・・８人　　ｃ 少ない・・・１人　

　　　　　４．レイアウトはいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 非常に見やすい・・・１人　　ｂ 見やすい・・・７人　　ｃ ふつう・・・１人　　ｄ 見にくい・・・０人　　

　　　　５．１でｃまたはｄと答えたかたへ
　　　　　　　　他にどのような情報があれば役に立ったと思いますか。

・「あなたはどの健診？」の情報は一見して分かりやすく、親切である。
・５月号に続く「特定検診」情報。前回は、国保特定健診の勧めと助成制度の紹介。今回は健康情報としての健康診断の勧めと該当する健
診の案内・説明。それぞれに整理された情報で、香芝市の実態紹介も適切である。が、数字のトリックは避けたい。“肥満”のほか５つの症
状紹介で「香芝市国保では・・・」は、正確には「香芝市国保加入の受診者（●人）では・・・」となるべきで、国保全体に敷衍する根拠は推測
でしかない。大前提として、受診者数は国保加入者の「●％（●人）」だったのか・・・、その数字がほしい。その％数が高ければ「私も受診し
よう・・・」となるだろうし、低ければ「受診勧奨」の呼びかけはもっと違った表現になってくる。
・コーナー全体の流れから言えば、タイトルは「特定健診のススメ」ではなく「健康診断のススメ」ではなかったか・・・。市民向け広報紙にもか
かわらず、“香芝市国保”の先入観が不覚にも現れてしまった・・・。
・メタボについて、自分とはあまり関係のない事柄だったので流し読みしかしなかった。また、統計を示す部分はあまり興味がなくどのように
調べるのかについて記載されている方がよいと思った。しかし、チャート式を使うことで幅広い年齢層に対応できるので良いと思った。

住まう香芝
Vol．１９

あなたとあなたの家族の
ために特定検診のススメ

８～９

5 / 8 ページ



　　　　　１．一番興味を引いた記事は何ですか

　　　　　　　　　　ａ ボランティアフェスティバル・・・４人　　ｂ下田のまちのお地蔵さま・・・１人
　　　　　　　　　　ｃ 小学生水泳教室・・・２人　　e 今年度も「香芝みらい塾」開催・・・３人

　　　　　２．写真はいかがですか

　　　　　　　　　　ａ とてもよい・・・３人　　ｂ ふつう・・・７人　　ｃ よくない・・・０人　

　　　　　３．文章は、その場の状況がよく伝わりますか

　　　　　　　　　　ａ とてもよい・・・４人　　ｂ ふつう・・・６人　　ｃ よくない・・・０人　

　　　　　４．レイアウトはいかがですか

　　　　　　　　　　ａ 非常に見やすい・・・４人　　ｂ 見やすい・・・５人　　ｃ ふつう・・・１人　　ｄ 見にくい・・・０人　　

10 ふぉと☆かしば
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●その他、今月号でお気付きの点や感想などがありましたら、お書きください。

【全体評価・印象】
・表紙で香芝検定の解答用紙を初めて見た。マークシート形式になっているのでチャレンジしやすいと思った。
・今月は香芝検定について多く取り上げられていると思った。もっとまちのみなさんに香芝のことについて知ってもらいたいし、私ももっと香芝のよいところを知りたいなと思って
いる。
・香芝検定が皆の興味をひいて、今回は多くの人に目を通してもらっていることを期待したい。
・特集テーマと素材の広さを有効に活かした表紙・組み写真のできがいい。１枚１枚の写真にも構成にもインパクトがあり、キャプション添付も好材料である。
・「トピックス」／市民の知りたい情報の整理、「ふぉと」／レイアウトの工夫研究に改善の跡が伺われる。前向きの積極的な改善は大いに歓迎する。
・内容的には比較的“質の高い”記事が４本並んだが、ページ建てと話題の少なさに、やや不満が残った。言葉は悪いが、率直に言って１２ページ建ては貧弱な印象を受けた。
ページ数がわずかに減っただけで、これほどの違いを感じるとは意外であった。まず手に取った瞬間の感触が驚くほど薄い。そして本篇４項目の構成は、冊子（情報紙）として
は如何にも少ないために、読み物情報紙としては厚みに欠ける感じがした。予算的な制約の問題・・・？だとしても、基本１２ページ建てには再考を求めたい。これだけの記事原
稿がこなせるなら、読者の満足と納得を得るためにも、もうひと踏ん張りして、あと２題くらいは頑張って確保したい。でなければ、予算制約で１２pが常態化してしまうと、先々、
内容の幅広さ・厚み・質よりも、形さえできていれば１２pでも良いではないか・・・となってしまいかねない。編集マインドの本質放棄にもつながる事態を憂慮する。
・本篇４項目の構成には、“小さく・小さく・・・”、自らの凝縮指向と自制心が感じられる。宝石は小さくても輝きに華があればいいが、広報紙はそうはいかない。月刊紙には、ある
一定の分量を確保した上で、幅広い、質の高い情報内容が求められる。その限界点が１４～１６pではないか、と強く主張しておく。
・もっと自信を持って大らかに、翼を大きく広げて悠揚と羽ばたいてほしい。「なるほど、これなら・・・」と、予算当局も認めざるを得ないレベルの広報紙を、そして、庁内・市民に
広報紙の有用性と存在価値を認めさせることにこそ、いま全力を傾注すべきときである。“守り”ではなく、“攻めの広報”への転換を強く願う。
・レイアウトやデザインが見やすく、またバリエーション豊かになっているのが実感できる号だった。
・各家庭の誰に向けた広報紙なのか読んでもらえる対象を若い夫婦向けにすれば、より地域の活性化につながるのでは。

【トピックス「災害時応援協定」】
・市政トピックスを見て、香芝市の災害時の備えは、きちんと考えられていると思い、安心した。
・“災害時応援協定”拡大への地道な努力に敬意。平時の支援活動にまで踏み込んだ今回の協定の意味は大きい。災害時の支援協定だけでなく、ほかの分野でも平時からこ
ういう協力関係が広がっていけば、いわゆる“市民協働”の変形ではあるが、大きなバックグランドになっていくかも・・・。
・協定締結一覧の掲載は、本記事の重要な補完情報であった。過去それぞれに紹介はあったが、それは“その時点での単発情報”に終わっている。こういう情報によって、市民
は応援協定の全体像を知るとともに、より理解を深めていくことができる。このことが「安心・安全情報」の大きな要素であることを心したい。
・具体的に災害時にどのような応援をしてもらえるのか、していくのかを知りたい。
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【ふぉと☆かしば】
・香芝みらい塾など自己啓発のイベントなど、イベントのシリーズものがあれば、広報紙のファンも増えてくるのでは。
・レイアウト・割り付けの妙味が見事に表現されて、新鮮である。地色分割、タテ・ヨコ文章の配置、写真と原稿の上下配置のバランス、１ページの中での“変化と工夫”が存分に
見て取れる。最終ページにはモッタイナイくらいの出来栄え。見開きページに置くとさらに際立ったページとなるに違いない。次回以降のレイアウト・チェンジに期待する。マル抜
き写真３枚は無用だったか・・・。変化を求めた結果が却ってゴチャゴチャ感を残した。
・話題４編がバラエティに富んで好感。特に「下田のまちのお地蔵さま」がいい。こういう地域ネタを丁寧に拾っていくことで、イベント・行事報告中心の「ふぉと☆」コーナーに風穴
を開けたい。

【編集後記】
・これまでの号と関連したことが書かれていて、読めば読むほど小さな発見があってよかった。
・やさしくやわらかく、温かい気持ちのこもった一文。市民の目線・市民の感覚で取材対象が見えていることを教えてくれる。園児たちの気持ちが届くその第一歩は、岩手県・陸
前高田市に、７月号・８月号を添えてその後の様子と写真を送るところから始まる。ボールの投げ返しによって、震災復興へのささやかな支援の一つがさらに広がっていく。
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